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　　文化財というと、美術品や建物等を想像しが
ちですが、形なき文化財…地域の特徴的な習俗
等も文化財に含まれます。かつて愛南町でも行
われていた闘牛文化も国の無形民俗文化財に
選択されています。
　　無形民俗文化財は、文化の保
存、継承を行う担い手の存在が
とても重要です。町で受け継が
れている地域の特色ある祭り、
習俗を、これからも大事に受け継
いでいきたいですね。
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